
紹 介

NOC技術ノ ー ト No. 471 

リタ ー ダ ー CTPについて(3)

リタ ー ダ ー CTP(N—シクロヘキシルチオフタ
ルイミド）のスコ ー チ遅延効果は，過去に NOC
技術ノ ートNo.353 1!, 354 2Jに基礎性能を紹介した．

練り生地は，混練り後成形まで保存されたり，
あるいは押出し機や射出成形機などのシリンダー
内で長時間の熱履歴を受ける場合がある． これら
を想定して，通常の練り生地保存条件よりも高温
(70-90℃)での安定性について評価した。今回
は，70℃での安定性について紹介する． 熱処理時
間は，5 ,  10および2 0 時間行いヤュラストメ ー

タを測定し比較した ．

図1に熱処理後のキュラストメ ー タtc(lO)の
保持率を示す． 表1にヤュラストメ ー タの特性
値，図 2 に加硫曲線を示す．

CZ/TOT - N/ CTP (配合No.4)で は，70℃, 2 0  
時間熱処理後のtc(lO)は約90%保持し安定性 は
良好である． 一方，CZ/TT/CTP(配合No.6)の
tc(lO)は約6 0%であり安定性が劣る．

次回8 0℃熱処理の結果を紹介する．

実験

1, HAFブラソク50, ナフテン系油10, 硫黄
1.5 加硫促進剤及びCTP別記

2 。 加硫促進剤およびCTP配合量
① CZ(1)
② CZ(1)/CTP(0.3)
③ CZ(1)/TOT-N(0.8)
④ CZ(1)/TOT-N(0.8)/CTP(0.3)
⑤ CZ(1)/TT(0.2)
⑥ CZ(1)/TT(0.2)/CTP(0. 3)
3 。 評価方法

(1) 練り生地の熱処理条件；練り生地は， ギャ
ー 式老化試験機を用いて熱処理した．

(2) co\-ュラストメ ータ加硫試験；
150℃, JSR III型 ors K 6 3ooJ

熱処理後の保持率＝ 熱処理後のtc(lO)
熱処理前のtc(lO) X 100 
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1. 配合
NR (RSS # 1) 100, 酸化亜鉛5, ステアリン酸
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図1 練リ生地熱処理後のtc (lo)の保持率
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